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窪田恒（1939-）　「雨だれの記憶」　1981年　香川県立ミュージアム蔵
撮影：高橋章

　雨だれが流れ落ちそうだったり、しずくが垂れていくようだったりと、流動感の
ある作品だ。実は本作、漆で表現された工芸作品なのである。
　工芸は、素材を生かし、練達された技術とそこから生み出される美を兼ね備えた
ものづくりである。人々が暮らすためには、衣類や道具などの品々が必要だが、長
い歴史を振り返ると、いつの時代にも創意工夫によって技術を改良し、品々に美し
さを求めていく様子が見出される。先へ向上していく意思は、人類の性、あるいは
DNAといえるだろう。生活の中で必要とされ、丹精込めて作られてきた工芸品で
あるが、一方で素材の魅力に目が向けられ、一途に美しさを探究する道も生まれた。
本作もそうした造形である。
　柔らかな形を表現するのに適した乾漆という技法を用い、黒漆を何層にも塗り重
ね、表現したい質感を求めて艶出しを行っている。漆は一層ごとに乾かす時間が必
要で、完成までには相当の日数を要し、根気のいる仕事である。
　漆工芸の良し悪しは技術だけでなく、気温や湿度にも左右されやすいため、制作
には日々の天候との対話が欠かせない。作者は自然という偶然性の中で、長く育ま
れてきた知恵と技術を冷静に使いこなし、情熱をひたむきに注ぎ、作品を生み出し
ている。柔らかな質感、艶やかな肌、奥深い黒の色味など、漆の素材の魅力を優れ
た技術によって極限まで引き出し、作者の詩情あふれる世界観を築いている。

常設展「日本伝統工芸展連携企画　冷静と情熱の工芸」にて2026年 1 月 2 日（金）～ 
 1 月18日（日）まで展示

� 香川県立ミュージアム　主任専門学芸員　窪美酉嘉子
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七仏薬師如来

天武天皇

白鳳 2 （673）年

おん ころころ せんだり まとうぎ そわか空海ゆかりの井戸が残る阿波の古寺
　第17番井戸寺の創建は古く、白鳳 2（673）年に天武
天皇の勅願道場「妙照寺」として建立されました。当時
は広大な敷地に七堂伽藍と十二坊の末寺を擁する大寺院
で、近隣の国府（行政機関）や国分寺などとともに阿波
国の中心地として隆盛を極めたと伝えられています。
　本尊は聖徳太子作とされる七体の薬師如来坐像、脇仏
は行基作と伝わる日光・月光菩薩像です。弘仁 6（815）
年には空海がこれらの尊像を拝みに訪れ、十一面観音像
を刻んで安置しました。その際、村人が水不足に悩んで
いることを知り、錫

しゃく

杖
じょう

（杖の形の法具）で地面を突いた
ところ、一夜にして清水が湧出。これにちなんで近隣を
井戸村と名付け、寺名も「井戸寺」に改められました。
　本尊の七仏薬師如来は、中央本尊と両脇三体ずつの計
七体の薬師如来像からなり、両脇の六体は火災による焼
失を経て昭和期に再造されたもの。本堂で拝観できます。
　空海ゆかりの井戸は「面影の井戸」と呼ばれ、境内に
残されています。井戸を覗き込んで自分の姿が映れば無
病息災、映らなければ 3年以内の災厄に要注意とのこと。
空海と薬師如来のご加護を願いつつ試してみては。

住所：徳島県徳島市
国府町井戸北屋敷
80-1
アクセス：公共交通
／ JR 徳島線府中駅
から徒歩約1．8km
車／徳島自動車道藍
住 ICから約 8 km

わたしの推しポイント
井戸寺といえば、空海が水に困る人々のた
めに一晩で掘ったという井戸が有名です。
今もその井戸は「日限大師堂」内にあり、
水面に顔が映れば 3 年無事に過ごせるとか。
私は 7 年前にその井戸に顔を映し、「お加
持水」（井戸水）もいただきました。以来、
元気に過ごせているのは、お大師様のご加
護と感じています。（百十四経済研究所　
研究員 松本佳代子）

協力：（一社）四国八十八ヶ所霊場会
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